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飯田橋駅周辺基盤整備計画

飯田橋駅周辺は、 千代田区、 新宿区及び文京区の区境に位置し 、 鉄道５ 路線が結節する

ほか、 幹線道路３ 路線が交差する 交通の要衝であり 、 東京における 広域交通ネッ ト ワ ーク

上の重要性が高いエリ アと 言える 。 ま た、 駅周辺においては、 千代田区や文京区の一部で

都市開発が実施さ れており 、 新宿区を含むその他の地域においても 、 建物の老朽化や土地

の細分化が進んでいる こ と から 、 ま ちづく り の検討が複数の地区で進めら れている 。

し かし ながら 、 飯田橋駅周辺における 鉄道駅、 歩道橋、 地下の乗換コ ンコ ース などの駅

施設の歩行空間をはじ めと する 都市基盤施設は、 混雑し て分かり にく く 、 バリ アフ リ ー動

線にも 課題がある 。 さ ら には、 地震や風水害など の災害時においても 、 都民など 飯田橋駅

周辺における 来街者・ 在住者の安全・ 安心を確保すべく 、 将来を見据え、 強靭で持続可能

な都市基盤施設を整備し ていく こ と が必要不可欠である 。

東京が目指すべき 2040年代の都市像など を示し た「 都市づく り のグラ ンド デザイ ン」

（ 東京都、 平成29年９ 月） では、 交通結節性の高い拠点や際立った「 個性」 を有する 地域

において、 そのポテンシャ ルを最大限に発揮し 、 にぎわいを生み出すなど 、 それぞれの

「 個性」 に着目し た拠点形成などを進める こ と と し ている 。 こ のほか、 「 新し い都市づく

り のための都市開発諸制度活用方針」 （ 東京都、 令和７ 年３ 月） など の都市再生や都市開

発に関する 様々な制度を活用し 、 利用者が使いやすい鉄道施設の充実を図る と と も に、 駅

と 一体と なった創造的なデザイ ンの広場、 サンク ンガーデン、 歩行者デッ キなど の整備を

誘導する こ と と し ている 。

ま た、 「 東京都市計画 都市計画区域の整備、 開発及び保全の方針 -サス テナブル・

リ カバリ ー 東京の新し い都市づく り -」 （ 東京都、 令和３ 年３ 月） では、 飯田橋等では、

交通結節機能の強化等と 合わせ、 高度利用によ り 業務、 商業、 文化・ 交流、 医療、 教育な

ど 複合的で多様な機能が集積し た、 活力と にぎわいの拠点の形成を促進する こ と と し てい

る 。

こ う し た状況や上位方針を踏ま え、 ま ちづく り の目標の実現に当たっては、 駅周辺のま

ちづく り の動向に応じ て長期的かつ広域的な視点で都市基盤施設の整備や強靭化などの方

向性を定め、 具体的なま ちづく り と 連携し た取組を計画的に進めていく 必要がある 。

こ れま で、 東京都と 千代田区、 新宿区及び文京区は、 国土交通省、 JR東日本、 東京メ ト

ロ 及び東京都交通局と 共に、 飯田橋のま ちづく り と 連携し て、 駅周辺の道路、 鉄道駅、 コ

ンコ ース などの都市基盤施設の充実・ 強化を図る ための指針を策定する こ と を目的と し て、

令和元年11月に「 飯田橋駅周辺基盤整備方針検討会」 を設置し 、 令和２ 年９ 月に「 飯田橋

駅周辺基盤再整備構想」 、 令和５ 年４ 月に「 飯田橋駅周辺基盤整備方針」 （ 以下「 方針」

と いう 。 ） を策定し ている 。

令和５ 年５ 月には、 方針に示さ れた、 複数の都市開発事業などと 連携し た都市基盤整備

の内容を具体化し ていく ため、 相互に協力し て具体的な検討を進め、 関係者間で合意形成

を図る こ と を目的と し て、 「 飯田橋駅周辺基盤整備推進会議」 を設置し た。

はじ めに
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今回、 方針と の整合を図り ながら 、 各都市基盤施設の必要性、 位置・ 構造・ 規模など の

仕様、 整備及び維持管理に係る 関係者間の役割分担、 事業ス ケジュ ールなど の具体的な内

容を取り ま と めた「 飯田橋駅周辺基盤整備計画」 （ 以下「 本計画」 と いう 。 ） を策定する 。

なお、 飯田橋駅周辺における 都市基盤施設の整備に当たっては、 駅周辺のま ちづく り と

連携し 、 適切な時期に事業を実施し ていく 必要がある 。 こ のため、 本計画では各都市基盤

施設について、 整備の計画が具体化かつ深度化し たも のを順次追加し 、 段階的に策定する

こ と と する 。

はじ めに
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ま ちづく り の動向や、 その可能性がある 地区を 包含する エリ アを 基本と し 、 下図

のと おり 対象エリ アを 設定する 。

凡例

本計画の対象エリ ア ま ちづく り が完了し たエリ ア

関連計画の区域

➊後楽二丁目地区ま ちづく り 整備指針

➋飯田橋駅前地区基盤整備ビジョ ン

対象エリ ア

ⅳ

今後まちづく り が想定さ れるエリ ア

千代田区

文京区

新宿区

アイ ・ ガーデンエア

小石川後楽園

飯田橋
ファ ース ト ビル

飯田橋
ファ ース ト タ ワ ー

住友不動産
飯田橋駅前ビル

区政会館

飯田橋
プラ ーノ

飯田橋サク ラ パーク

再開発計画
後楽二丁目

南地区

後楽二丁目
北・ 北西地区

再開発計画
下宮比町地区

揚場町地区

再開発計画
飯田橋駅
中央地区

再開発計画
飯田橋駅
東地区

再開発計画
富士見二丁目

3番地区

再開発計画
飯田橋

3-9周辺地区
飯田橋ラ ムラ

➊

➋

区境
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１ 章 整備計画の位置付け
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1－1

飯田橋駅周辺

基盤再整備構想

（ 令和２ 年９ 月策定）

飯田橋駅周辺

基盤整備方針

（ 令和５ 年４ 月策定）

飯田橋駅周辺

基盤整備計画

（ 令和７ 年７ 月策定）

１ 章 整備計画の位置付け

飯田橋駅東口周辺整備構想
（ 飯田橋・ 富士見地域ま ちづく り 協議会／平成26年7月策定）

飯田橋駅東口新整備構想
（ 飯田橋・ 富士見地域ま ちづく り 協議会／令和3年11月改定）

※千代田区内の計画

後楽二丁目地区ま ちづく り 整備指針
（ 文京区／令和３ 年８ 月改定）

後楽二丁目地区ま ちづく り 整備指針

補足基準
（ 文京区／令和７ 年２ 月策定）

※文京区内の計画

飯田橋駅東口周辺地区ま ちづく り 構想
（ 飯田橋駅東口周辺地区ま ちづく り 協議会／

平成31年３ 月策定）

飯田橋駅前地区基盤整備ビジョ ン
（ 新宿区／令和４ 年３ 月策定）

※新宿区内の計画

東京都の計画など 関係区の計画

飯田橋駅周辺における 関連計画

都市計画・ 都市開発・ 公共施設等の整備 など

反映 反映

反映

整合

整合

整合

飯田橋駅周辺基盤整備推進会議

千代田区都市計画マス タ ープラ ン
（ 千代田区／令和３ 年５ 月改定 ）

新宿区ま ちづく り 長期計画

都市マス タ ープラ ン
（ 新宿区／平成29年12月策定）

ま ちづく り 戦略プラ ン
（ 新宿区／令和５ 年７ 月改定）

文京区都市マス タ ープラ ン
（ 文京区／令和６ 年９ 月改定 ）

都市づく り のグラ ンド デザイ ン

（ 東京都／平成29年９ 月策定）

東京における 土地利用に関する 基本方針について

（ 東京都都市計画審議会／平成31年２ 月答申）

東京都市計画

都市計画区域の整備、 開発及び保全の方針

―サス テナブル・ リ カバリ ー 東京の新し い都市づく り ―

（ 東京都／令和３ 年３ 月改定）

新し い都市づく り のための都市開発諸制度活用方針

（ 東京都／令和７ 年３ 月改定）
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１ 章 整備計画の位置付け

1－2

目標１
道路・歩行者ネットワークの改善・強化

目標２
まちの機能の強化

目標３
災害への対応力の強化

目標４
魅力的な景観・環境づくり

目標５
地域の価値の持続的な向上

柱１
駅を中心と し た、 分かり やすく

快適な移動空間の形成

柱２
ま ちの結節強化と 顔づく り

柱３
災害時にも 安全・ 安心に

過ごすこ と ができ る 環境づく り

柱４
自然や環境と 調和し た

ま ちづく り の推進

飯田橋駅周辺基盤整備方針
における 柱の内容

飯田橋駅周辺基盤整備計画における 目標

本計画では方針で示し た「 柱１ 」 から 「 柱４ 」 を具体化し 、 持続的なま ちづく り を目
指す新たな視点を加え、 以下のと おり 、 「 目標１ 」 から 「 目標５ 」 ま でを設定する 。

（ 基盤整備方針「 柱１ 」 の内容を具体化）

（ 新たな視点）

（ 基盤整備方針「 柱２ 」 の内容を具体化）

（ 基盤整備方針「 柱３ 」 の内容を具体化）

（ 基盤整備方針「 柱４ 」 の内容を具体化）
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２ 章 飯田橋駅周辺の特性及び課題
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飯田橋

２ 章 飯田橋駅周辺の特性及び課題

(1) 飯田橋駅周辺の広域拠点と し ての位置付け

立地特性
• 飯田橋駅周辺は、 都市機能の集積状況や、 鉄道乗降人員が特に多い駅である こ と を踏

ま え、 「 東京都市計画 都市計画区域の整備、 開発及び保全の方針」 において、 「 中
枢広域拠点域」 の「 活力と にぎわいの拠点」 と し て位置付けら れている 。 こ の拠点は、
従来の生活拠点など、 鉄道乗降人員の特に多い駅周辺や、 ま ちづく り の取組熟度が高
い拠点的な地区と さ れている 。 （ 図2-1）
ま た、 「 都市づく り のグラ ンド デザイ ン」 において、 業務、 商業、 宿泊、 住宅、 教育、
医療施設等が集積し 、 駅改良や駅前広場等の整備によ る 安全で快適な空間と 、 外濠を
はじ めと する 歴史的な資源やみどり と 調和し た景観が形成さ れ、 魅力的な拠点が創出
さ れている こ と と 位置付けら れている 。 （ 図2-2）

2－1

図2-1 中核的な拠点等のイ メ ージ
出典： 『 東京都市計画 都市計画区域の整備、 開発及び保全の方針』 （ 東京都／令和3年3月）

図2-2 中枢広域拠点域図
出典： 『 都市づく り のグラ ン ド デザイ ン 』 （ 東京都／平成29年9月）

飯田橋
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• 飯田橋駅はJR線、 東京メ ト ロ ３ 線（ 有楽町線、 南北線及び東西線） 及び都営大江戸線の５
路線が乗り 入れ、 東西南北の各エリ アから のアク セシビリ ティ に優れており 、 令和元年
時点では１ 日に40万人を超える 乗降客が利用する 拠点性の高いエリ アである 。 （ 図2-3）

2－2

図2-3 東京都心部の位置付けと 主要駅の日乗降客数

※東京都統計年鑑令和元年の運輸データ を 基に作成
※特定都市再生緊急整備地域内の駅又は地下鉄３ 路線以上が連絡する 駅を 対象に、 日乗降客数10万人以上の駅を 抽出
※新幹線の乗降客数は含ま ない。
※令和３ 年の運輸データ はコ ロ ナ禍の計測結果のため、 令和元年の運輸データ を 使用

２ 章 飯田橋駅周辺の特性及び課題
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(2) 道路・ 歩行者ネッ ト ワ ーク

１ ） 特性

• 飯田橋交差点は、 幹線道路である 外堀通り 、 目白通り 及び大久保通り の都道３ 路線が
交差する 道路交通ネッ ト ワ ーク 上の要衝である 。 （ 図2-4）

• 飯田橋駅は、 JR線、 東京メ ト ロ ３ 線（ 有楽町線、 南北線及び東西線） 及び都営大江戸
線の５ 路線が乗り 入れ、 鉄道交通ネッ ト ワ ーク 上の要衝である 。 （ 図2-5）

• JR飯田橋駅ホームの抜本的な安全対策を実施する ため、 令和２ 年7月にホームを西側に
移設する と と も に、 西口駅舎の改良及び駅前広場整備が実施さ れている 。 （ 図2-6）

• 飯田橋駅東口に位置する 飯田橋歩道橋は、 12時間当たり の利用者数が約７ 万人（ 令和
２ 年11月交通量調査よ り ） と 、 地域にと っ て必要不可欠な都市基盤施設と なっ ている 。
（ 図2-6）

2－3

飯田橋駅東口

飯田橋駅西口

飯田橋歩道橋

飯田橋
交差点

図2-6 位置図

飯田橋歩道橋

JR飯田橋駅西口駅舎の改良

図2-4 東京都心部の主要道路網
出典： 東京都建設局HP 東京都通称道路名地図（ 区部拡大版） 一部加工

飯田橋交差点

飯田橋駅

図2-5 東京都心部の鉄道網

★

南北線

東西線

都営大江戸線

有楽町線

JR中央・ 総武線

２ 章 飯田橋駅周辺の特性及び課題
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2－4

２ ） 課題

飯田橋駅は前述の特性のと おり 、 都道３ 路線及び鉄道５ 路線が通る 交通の要衝である が、
駅周辺には以下の課題がある 。

JR飯田橋駅東口周辺（ 改札外）
①JR飯田橋駅東口改札付近の歩行者滞留空間が狭く 、 混雑が見受けら れる 。 今後の駅周辺

のま ちづく り によ り 、 将来は更なる 混雑が想定さ れる 。

JR飯田橋駅東口周辺（ 改札内）
②今後の駅周辺のま ちづく り によ り 、 将来は混雑が想定さ れる 。

地下鉄出入口・ 地下通路
③A2、 A4出入口など 、 地下通路から 地上へ至る 出入口が混雑し ている 。
④地下鉄間の乗換利用者が集中する 通路など が混雑し ており 、 今後の駅周辺のま ちづく り

によ り 、 将来は更なる 混雑が想定さ れる 。

⑤駅を中心に、 地上（ 歩道） 、 地下通路及び歩道橋によ る 多層に渡る 歩行者ネッ ト ワ ーク
が形成さ れている が、 縦方向の動線の連携が弱いため、 乗換利用者や来街者にと って不
便で分かり にく い動線と なっている 。

⑥各方面から の動線がJR飯田橋駅東口周辺に集中し 、 錯そう し ている ほか、 空間が狭く 、
混雑し ている こ と で、 歩き にく い空間と なっている 。

⑦駅前のま ちの顔と なる 空間や、 滞留空間が不足し ている 。

⑧３ 区をつなぐ 歩道橋は、 時間帯によ っては混雑し ており 、 今後の駅周辺のま ちづく り に
よ り 、 将来は更なる 混雑が想定さ れる 。

⑨歩道橋は構造上の特性や、 橋脚に近接・ 一体化し た地下構造物（ 地下鉄、 首都高基礎、
河川護岸など） の存在によ り 、 部分的な撤去や架け替えが難し い。

⑩３ 区のま ちをつなぐ 歩行者動線では、 今後の駅周辺のま ちづく り も 踏ま え、 車いす利用
者などの安全な通行空間の確保と いった、 更なる バリ アフ リ ー対応の強化が必要である 。

⑪飯田橋交差点（ 五差路） では、 自動車の渋滞が発生し ている 。
⑫バス 乗降場が分散配置さ れている ほか、 タ ク シー乗り 場が交差点に近く 、 安全上の課題

がある 。
⑬駅周辺に駐輪場が整備さ れている が、 放置自転車が課題と なっている 。

⑭駅前には飯田濠跡など の歴史的な地域資源が残さ れている が、 魅力を生かせる 人の滞留
空間が確保でき ていない。

⑮神田川は東京都の景観基本軸であり 、 川沿いの歩行空間では、 川を眺望する こ と や川の
趣き を感じ ら れる 親水空間の確保に努める こ と と さ れている が、 駅周辺の神田川沿いでは
親水に資する 滞留空間が確保でき ていない。

２ 章 飯田橋駅周辺の特性及び課題

道路・ 自動車（ バス ・ タ ク シー） ・ 自転車

地域資源

鉄道駅

歩道橋

歩行空間

本計画では、 駅周辺の歩行者ネッ ト ワ ーク における 課題を 中心に取組を 検討する こ と
によ り 、 交通の要衝である こ と を 生かし ながら 、 当地区における 安全で円滑な交通の確
保と 将来を見据えた魅力ある ま ちづく り を進める 。
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新宿区

文京区

千代田区
飯田橋
交差点

●タ ク シー乗り 場
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地上・ 歩道橋レ ベルの都市基盤施設の課題

⑧３ 区をつなぐ 歩道橋は、 時間帯によ っては混雑し ており 、 今後の駅周辺のま ち
づく り によ り 、 将来は更なる 混雑が想定さ れる 。

⑨歩道橋は構造上の特性や、 橋脚に近接・ 一体化し た地下構造物の存在によ り 、
部分的な撤去や架け替えが難し い。

⑩車いす利用者など の安全な通行空間の確保と いった、 バリ アフ リ ー対応の強化
が必要。

⑮駅周辺の神田川沿いでは、 親
水に資する 滞留空間が確保で
き ていない。

⑭駅前には飯田濠跡な ど の歴史的
な 地域資源が残さ れて いる が、
魅力を 生かせる 人の滞留空間が
確保でき ていない。

JR飯田橋駅東口改札周辺（ 改札内）

②今後の駅周辺のま ちづく り によ り 、 将来は混雑が想定さ れる 。

図2-7 飯田橋駅周辺の特性及び課題一覧図（ 地上）

JR飯田橋駅東口周辺（ 改札外）

①JR飯田橋駅東口改札付近の歩行者滞留空間が狭く 、 混雑が見受けら れる 。
今後の駅周辺のま ちづく り によ り 、 将来は更なる 混雑が想定さ れる 。

JR駅東口改札前

高架下の歩道

飯田橋歩道橋（ 階段部・ 歩行部）

区境
駅前の歩行動線

JR駅改札への動線

高架下の通り 抜け・

地下鉄出入口への動線

A3
出入口

２ 章 飯田橋駅周辺の特性及び課題

⑤縦方向の動線の連携が弱いため、 乗換利用者や来街者にと っ て不便で分
かり にく い動線と なっている 。

⑥各方面から の動線がJR飯田橋駅東口周辺に集中し 、 錯そう し ている ほか、
空間が狭く 混雑し ている こ と で歩き にく い空間と なっている 。

⑦駅前のま ちの顔と なる 空間や、 滞留空間が不足し ている 。

⑫バス 乗降場が分散配置さ れている ほか、 タ ク シー乗り 場が交差点に近く 、
安全上の課題がある 。

⑬放置自転車が課題と なっている 。

道路・ 自動車（ バス ・ タ ク シー） ・ 自転車

地域資源

鉄道駅

歩道橋

歩行空間

地域資源

JR駅
東口改札
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B1

A4

A2

A1

B2a

新宿区

文京区

千代田区

C1

C2

C3

A3B5

B2b
B3

B4b

B4a

地下レ ベルの都市基盤施設の課題

図2-8 飯田橋駅周辺の特性及び課題一覧図（ 地下）

地下鉄出入口

③A2、 A4出入口など 、 地下通路から
地上へ至る 出入口が混雑し ている 。

改札

改札内

改札外

区境

A2出入口の様子

２ 章 飯田橋駅周辺の特性及び課題

地下通路

④地下鉄間の乗換利用者が集中する 通路など が混雑し ており 、
今後の駅周辺のま ちづく り によ り 、 将来は更なる 混雑が想
定さ れる 。

鉄道駅

鉄道駅

⑤縦方向の動線の連携が弱いため、
乗換利用者や来街者にと っ て 不便
で分かり にく い動線と な っ ている 。

⑦駅前のま ち の顔と なる 空間や、 滞
留空間が不足し ている 。

歩行空間
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１ ） 特性

• 飯田橋駅周辺では、 飯田橋駅西口地区（ サク ラ パーク ） 、 富士見町二丁目北部地区
（ プラ ーノ ） 、 後楽二丁目東地区（ フ ァ ース ト ビル） 及び後楽二丁目西地区（ フ ァ ー
ス ト タ ワ ー） において、 市街地再開発事業が完了し ている 。 （ 図2-9「 ま ちづく り が完
了し たエリ ア」 ）
ま た、 飯田橋駅東地区、 飯田橋駅中央地区、 富士見町二丁目３ 番地区、 後楽二丁目南
地区、 下宮比町地区など 、 複数の地区においてま ちづく り の検討が行われている 。
（ 図2-9「 今後ま ちづく り が想定さ れる エリ ア」 ）

• 医療施設（ 病院、 ク リ ニッ ク など） 、 福祉施設（ 介護・ 老人ホームなど） 、 学校（ 小
中学校、 大学など ） 及び保育施設（ 幼稚園、 保育園など ） が駅周辺に集積し ている 。

• 小石川後楽園一帯が緊急避難場所に指定さ れている ほか、 各区の小中学校等が避難所
に指定さ れている 。

(3) ま ちの機能（ 周辺開発・ 土地利用）
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今後ま ちづく り が想定さ れる エリ ア

ま ちづく り が完了し たエリ ア

図2-9 飯田橋駅周辺のま ちづく り 状況と 施設分布図

文京盲学校

東京逓信病院

東京新宿メ ディ カルセンタ ー

東京都心身障害者福祉センタ ー

【 凡例】

医療施設（ 病院、 ク リ ニッ ク など ）

福祉施設（ 介護・ 老人ホーム など ）

学校（ 小中学校、 大学など ）

保育施設（ 幼稚園、 保育園など ）

緊急避難場所

避難所

２ 章 飯田橋駅周辺の特性及び課題

小石川後楽園
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２ ） 課題

• 飯田橋駅周辺は、 業務、 商業、 文化・ 交流、 医療、 教育など 複合的で多様な機能が集
積し ている 拠点性のある エリ アである が、 飯田橋交差点付近においては、 外堀通り 、
目白通り 及び大久保通り と いっ た３ 本の幹線道路や、 神田川も 位置し ている こ と も あ
り 、 多様な機能が分散し て立地し ている 。 さ ら には、 JR高架下の歩行空間が狭く 暗い
空間である こ と や、 大勢の乗降客が利用する 拠点性の高いエリ アである にも かかわら
ず、 人を 滞在さ せる 空間が不足し ている など 、 ま ちのポテンシャ ルを 生かし き れてい
ない。

• こ のため、 飯田橋駅東口周辺においては、 歩行者の交差点横断機能の強化や、 足元の
広場の整備、 空間拡充など によ り 、 交差点周辺の各方面への顔づく り を 行う と と も に、
よ り 利便性の高いバリ アフ リ ールート を 確保する こ と で、 ま ちに立地する 多様な機能
の一体性を高め、 「 活力と にぎわいの拠点」 にふさ わし い拠点形成が必要である 。

2－8

３ 本の幹線道路が交わる 大き な交差点 飯田橋交差点付近の神田川

狭く 暗いJR高架下の歩行空間 歩行者を 受け止める 広場空間の不足

２ 章 飯田橋駅周辺の特性及び課題
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１ ） 特性

• 飯田橋交差点を形成する 幹線道路である 外堀通り 、 目白通り 及び大久保通り の３ 路線
は、 緊急輸送道路に指定さ れている 。 （ 図2-10）

• 飯田橋駅周辺は、 在勤・ 在学者が多く 、 災害時の帰宅困難者が多く 発生する こ と が想
定さ れる 。 ま た、 神田川流域に位置し ており 、 想定し 得る 最大規模の降雨が発生し た
場合、 約1.0m~ 3.0m 程度の浸水が想定さ れている 。 （ 図2-11）

２ ） 課題

• 多数の帰宅困難者に対し て一時滞在施設が少なく 、 地域、 企業、 将来の駅周辺のま ち
づく り など と 連携し た帰宅困難者対策が必要である 。

• 風水害など に対し ても 、 浸水に対する 垂直レ ベルも 考慮し た退避施設の確保が必要で
ある 。

(4) 災害への対応力

2－9

図2-10 地区周辺の緊急輸送道路
（ 特定・ 一般緊急輸送）

凡例

・ 特定緊急輸送道路

高速道路

高速道路以外

・ 一般緊急輸送道路

図2-11 神田川流域洪水浸水想定区域図（ 東京都建設局）

想定最大規模
（ １ 時間最大雨量153㎜、 24時間総雨量690㎜）

計画規模
（ １ 時間最大雨量100㎜、 24時間総雨量327㎜）

外堀通り

飯田橋

２ 章 飯田橋駅周辺の特性及び課題
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１ ） 特性

• 歴史的・ 文化的価値が高い地域資源（ 神楽坂、 小石川後楽園、 東京大神宮など ） や、
余暇遊興施設（ 東京ド ーム シティ ： 球場、 ホ テル、 遊園地、 ス パ、 ホ ール、 劇場な
ど ） 、 水やみど り の景観（ 神田川、 外濠、 日本橋川、 小石川後楽園など ） 、 非常に多
様で豊かな地域資源を有する エリ アである 。

• 駅から 徒歩圏内に複数の史跡、 観光地、 公園など が点在し ている 。 （ 図2-12）

神楽坂の街並み
（ 出典： 新宿区景観ま ちづく り 計画）

外濠
（ 出典： 飯田橋駅東口周辺地区

ま ちづく り 構想）

小石川後楽園
（ 出典： 後楽二丁目地区ま ちづく り 整備指針）

(5) 景観・ 環境づく り
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東京ド ームシティ

外濠

小石川後楽園

神楽坂

東京大神宮

２ 章 飯田橋駅周辺の特性及び課題

図2-12 飯田橋駅周辺の地域資源分布図
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２ ） 課題

• 神田川景観基本軸に指定さ れている エリ アである が、 水辺に近接する 景観資源や空間
を 生かし き れていない。 駅周辺のま ちづく り の機会を 捉え、 地域特有の水と みど り の
資源を生かし 、 沿道や川沿いなどの緑化促進について検討する 必要がある 。

• 歴史資源が点在し ている が、 周知さ れておら ず、 生かし き れていない。
• 駅周辺には、 みど り 豊かで、 にぎわい形成に資する オープンス ペース が不足し ている 。
• 統一感のある 沿道のま ちなみが整備さ れていない。
• 飯田橋駅周辺にま と ま ったみど り が少ない。 （ 図2-13）
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図2-13 緑被分布図（ 首都圏）

出典： 緑被分布図,国土交通省都市・ 地域整備局,2007
緑被分布図は、 国土地理院長の承認を 得て、 同院の技術資料D・ 1-No.393｢細密数値情報(10m
メ ッ シュ 土地利用)首都圏｣を 利用し 作成し たも のである (承認番号 国地企調第376号平成20年1月4
日)。 こ の地図の作成に当たっ ては、 国土地理院長の承認を 得て、 同院発行の数値地図2500(空間
データ 基盤)を 使用し たも のである (承認番号平19総使、 第450号)。
衛星画像で解析でき ない範囲※： 元データ デジタ ル・ アース ・ テク ノ ロ ジー株式会社 所有
衛星画像で解析でき ない範囲以外： 元データ © CNES2005/Tokyo Spot Im age Dis tribution
※衛星画像で解析でき ない範囲は凡例色を 赤系統で表示

飯田橋駅周辺

飯田橋駅

水道橋駅

後楽園駅

春日駅

東大前駅

白山駅

根津駅

本郷三丁目駅

湯島駅

御茶ノ 水駅

新御茶ノ 水駅

淡路町駅

神保町駅

竹橋駅

九段下駅

市ヶ 谷駅

牛込神楽坂駅

神楽坂駅

牛込柳町駅

江戸川橋駅

茗荷谷駅

護国寺駅

大手町駅
四ツ 谷駅

麹町駅
半蔵門駅

小川駅
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再開発計画
後楽二丁目南地区

再開発計画
下宮比町地区

揚場町

再開発計画
飯田橋駅東地区

再開発計画
飯田橋駅中央地区

再開発計画
富士見二丁目3番地区

再開発計画
飯田橋3-9周辺地区

アイ ガーデンエア

区政会館

住友不動産
飯田橋

駅前ビ ル

飯田橋プラ ーノ
(富士見二丁目

北部地区)

飯田橋サク ラ パーク

飯田橋ラ ム ラ
(飯田橋地区)
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１ ） 特性

• 飯田橋駅は、 鉄道５ 路線が乗り 入れ、 １ 日に40万人以上が乗降する 乗換駅と なってい
る 。 ま た、 飯田橋交差点は、 幹線道路３ 路線が結節する 交通の要衝である 。

• JR飯田橋駅周辺では、 各区内のま ちづく り 協議会など において、 ま ちづく り の検討が
進めら れ、 業務、 商業、 文化・ 交流、 医療、 教育など 複合的で多様な機能が集積し て
いる 。

• 現在、 駅周辺では複数のま ちづく り が進行し ており 、 今後も 多様な来街者が訪れる こ
と が想定さ れる 。 （ 図2-14）

２ ） 課題

• 駅が区境にある こ と で、 駅周辺一体と し てのま ちづく り が進んでいない。 今後は、 駅
周辺のま ちづく り や都市基盤施設の整備を 契機に、 駅と ま ちが一体と なっ て飯田橋駅
周辺のポテンシャ ルを生かし 、 地域価値向上に取り 組む必要がある 。

(6) 地域の価値の持続的な向上

図2-14 飯田橋駅周辺で進行し ている ま ちづく り

２ 章 飯田橋駅周辺の特性及び課題
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３ 章 飯田橋駅周辺の将来像及び目標
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３ 章 飯田橋駅周辺の将来像及び目標

（ １ ） 「 駅と 駅」 のつながり を強化する 。
（ ２ ） 「 駅と ま ち」 のつながり を強化する 。
（ ３ ） 歩行者優先を原則と し ながら 、 ス ムーズで便利な車両交通を確保する 。

目標１ 道路・ 歩行者ネッ ト ワ ーク の改善・ 強化

（ １ ） 既存のみど り を生かし た、 目に見える みど り のネッ ト ワ ーク を形成する 。
（ ２ ） 人々が憩う みど り の空間と し て、 立体的なみどり を充実さ せる 。
（ ３ ） 環境に優し い資源やグリ ーンイ ンフ ラ を活用する 。
（ ４ ） 視認性の高い広場や地下鉄出入口の再整備などを周辺の景観に配慮し なが

ら 実施する 。

目標４ 魅力的な景観・ 環境づく り

（ １ ） 災害時にも 安心し て避難・ 滞在でき る 環境を整備する 。

目標３ 災害への対応力の強化

（ １ ） 「 ま ちと ま ち」 のつながり を強化する 。
（ ２ ） ま ちの顔と なる 、 ゆと り と にぎわいのある 広場空間を創出する 。

目標２ ま ちの機能の強化

（ １ ） 質の高い都市基盤施設の整備と 維持管理によ り 、 地域の安全性及び快適性を
向上さ せる 。

（ ２ ） 公共空間の活用によ り 、 地域交流の活性化や地域の利便性の向上を図る 。

目標５ 地域の価値の持続的な向上

将来像
業務、 商業、 宿泊、 住宅、 教育、 医療施設、 公共施設など の多様な機能が集積し 、
周辺への波及効果を 高める 「 活力と にぎわい」 のある 駅前拠点

２ 章で整理し た地区の特性及び課題を踏ま え、 方針に基づき 定める 将来像に沿って、 １
章で定めた本計画の目標を具体化する 。

3－1
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（ １ ） 「 駅と 駅」 のつながり を強化する 。
（ ２ ） 「 駅と ま ち」 のつながり を強化する 。
（ ３ ） 歩行者優先を原則と し ながら 、 ス ムーズで便利な車両交通を確保する 。

目標１ 道路・ 歩行者ネッ ト ワ ーク の改善・ 強化

3－2

３ 章 飯田橋駅周辺の将来像及び目標

• 現状、 JR線、 東京メ ト ロ ３ 線（ 有楽町線、 南北線及び東西線） 及び都営大江戸線が地
上・ 地下に錯そう し ている ため、 駅改札付近や乗換動線が狭く 混雑し ており 、 今後の
駅周辺のま ちづく り によ り 、 将来は更なる 混雑が想定さ れる 。 地上・ 地下・ デッ キレ
ベルにおける 歩行空間の拡充によ り 利便性を向上し 、 「 駅と 駅」 のつながり を強化す
る 。

• デッ キレ ベルでは、 道路を横断する 機能に加え、 駅周辺のま ちづく り によ る 歩行者
ネッ ト ワ ーク の変化への対応のため、 歩行者デッ キを整備し 、 「 駅と ま ち」 のつなが
り を強化する 。

• 駅周辺のま ちづく り においては、 歩行者デッ キの整備や、 開発地内を活用し た滞留空
間及び縦動線を強化する など 、 「 駅と 駅」 及び「 駅と ま ち」 のつながり を強化する 官
民連携の取組を進める 。

• デッ キレ ベルの動線の再整備によ り 、 引き 続き 歩車分離を図る こ と で、 歩行者及び車
両のス ムーズな交通の確保を検討する 。

• 駅周辺のタ ク シー乗降場及び駐輪場の適正配置、 分かり やすい案内などの設置によ り 、
ス ムーズな乗換動線の確保を検討する 。



飯田橋駅周辺基盤整備計画

（ １ ） 「 ま ちと ま ち」 のつながり を強化する 。
（ ２ ） ま ちの顔と なる 、 ゆと り と にぎわいのある 広場空間を創出する 。

目標２ ま ちの機能の強化

3－3

３ 章 飯田橋駅周辺の将来像及び目標

図3-1 ま ちの機能の強化イ メ ージ

• 駅周辺の歩行空間を整備する こ と によ り 、 鉄道、 幹線道路、 河川など にかかわら ず、

シームレ ス に移動し やすい経路を確保し 、 「 ま ちと ま ち」 のつながり を強化する 。 あ

わせて駅周辺のま ちづく り を契機と し て、 多様な施設に至る 快適な歩行者ネッ ト ワ ー

ク の強化を図る 。

• 駅周辺のま ちづく り や都市基盤施設の整備によ り 、 飯田橋の玄関口にふさ わし いま ち

の顔と なる ゆと り ・ にぎわい・ 潤いのある 空間を創出する 。 あわせて、 駅周辺のま ち

への歩行者ネッ ト ワ ーク の基点と なる 滞留空間及び地下鉄駅から つながる 縦動線を整

備し 、 「 ま ちの顔と ま ち」 及び「 ま ちと ま ち」 のつながり を強化する 。

ま ちの顔と ま ちのつながり

ま ちと ま ちのつながり地域資源 医療・ 学校等の施設

ま ちの顔 滞留空間
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一時滞在施設

一時滞在施設

（ １ ） 災害時にも 安心し て避難・ 滞在でき る 環境を整備する 。

目標３ 災害への対応力の強化

3－4

３ 章 飯田橋駅周辺の将来像及び目標

図3-2 災害時の避難イ メ ージ

• 地震、 風水害など の災害時の帰宅困難者対応において、 一時滞在でき る 空間を確保す

る と と も に、 そこ ま での安全な避難経路を設ける こ と で、 人々の円滑な避難を促す。

• 発災時には、 緊急輸送道路である 外堀通り 、 目白通り 及び大久保通り における 緊急車

両の円滑な移動を確保し つつ、 駅周辺のま ちづく り によ り 増大する 歩行者流動にも 対

応すべく 、 デッ キレ ベルの動線の再整備を図る 。

一般緊急輸送道路

特定緊急輸送道路避難場所

災害拠点病院

一時滞在施設 人々の避難経路

小石川

後楽園

北の丸公園

外濠公園

飯田橋駅

避難場所

避難場所

避難場所

神田川

外堀通り

25号線

日
本
橋
川

千代田区

文京区

新宿区 JCHO東京新宿
メ ディ カル
センタ ー

一時滞在施設
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将来イ メ ージ

（ １ ） 既存のみど り を生かし た、 目に見える みどり のネッ ト ワ ーク を形成する 。
（ ２ ） 人々が憩う みどり の空間と し て、 立体的なみど り を充実さ せる 。
（ ３ ） 環境に優し い資源やグリ ーンイ ンフラ を活用する 。
（ ４ ） 視認性の高い広場や地下鉄出入口の再整備など を周辺の景観に配慮し なが

ら 実施する 。

目標４ 魅力的な景観・ 環境づく り

3－5

東京ミ ッ ド タ ウ ン日比谷

京橋ス ク エアガーデン

• 地域資源の活用やグリ ーンイ ンフラ の整備などによ り 、 周辺環境と 調和し た目に見え
る みどり のネッ ト ワ ーク を形成する と と も に、 利用者が迷わない視認性の高い駅前広
場及び地下鉄出入口を整備する など 、 地域の玄関口にふさ わし い景観を形成する 。

• 駅周辺における 既存のみどり を生かし 、 新たにま ちづく り で整備さ れる 広場等と 一体
と なって、 みど り のネッ ト ワ ーク や景観を形成する 。

飯田橋サク ラ パーク

３ 章 飯田橋駅周辺の将来像及び目標
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将来イ メ ージ

3－6

（ １ ） 質の高い都市基盤施設の整備及び維持管理によ り 、 地域の安全性・ 快適性を
向上さ せる 。

（ ２ ） 公共空間の活用によ り 、 地域交流の活性化や地域の利便性の向上を図る 。

目標５ 地域の価値の持続的な向上

図3-3 地域の価値の持続的な向上 図3-4 関係主体によ る 維持管理及び空間活用

関係主体が連携し 、 質の高い都市基盤施設の
整備、 維持管理、 活用など を 実施

• 駅周辺のま ちづく り 及び都市基盤施設の整備と あわせて、 地域の価値を持続的に高め

ていく 仕組みの構築に向けて取り 組む。

• 関係主体（ 都、 区、 開発事業者、 鉄道事業者など ） が連携し ながら 、 質の高い都市基

盤施設の整備、 維持管理、 活用など を行う こ と ができ る 仕組みや体制の構築に向けて

取り 組む。

広場など 広場など

デッ キ

３ 章 飯田橋駅周辺の将来像及び目標
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４ 章 将来像及び目標の達成に向けた取組
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4－1

４ 章 将来像及び目標の達成に向けた取組

（ １ ） 「 駅と 駅」 のつながり を 強化する 。

『 目標１ 道路・ 歩行者ネッ ト ワ ーク の改善・ 強化』 に向けた取組

駅

ま ち

東西線 南北線・ 有楽町線

駅

大江戸線

駅

文京区
新宿区

歩行者デッ キ等

千代田区

ま ち

駅

JR線

３

２

１

４

図4-1 「 駅と 駅」 のつながり の強化イ メ ージ

①「 JR線から 東西線ま で」 の混雑緩和及びアク セス 利便性の向上

駅周辺のま ちづく り と 合わせた、 A４ 出入口の改良整備を実施する 。

②「 JR線から 有楽町線・ 南北線ま で」 の混雑緩和及びアク セス 利便性の向上

地下鉄出入口の改良検討など 、 乗換機能強化を検討する 。

③「 東西線から 有楽町線・ 南北線ま で」 の混雑緩和及びアク セス 利便性の向上

地下連絡通路の機能強化を検討する 。

④「 JR線・ 東西線・ 有楽町線・ 南北線から 大江戸線ま で」 の空間拡充

駅周辺のま ちづく り と 合わせた、 地下連絡通路の機能強化を検討する 。
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4－2

駅

ま ち

東西線 南北線・ 有楽町線

駅

大江戸線

駅

文京区
新宿区千代田区

ま ち

駅

JR線

１

２

歩行者デッ キ等

３ ５

４

6

７

７

①「 JR線から 千代田区ま で」 のアク セス 利便性及び快適性の向上

目白通り 沿いJR高架下の歩行空間の整備など を実施する 。

②「 地下鉄駅から 千代田区ま で」 のアク セス 利便性の向上及びバリ アフ リ ー化

駅周辺のま ちづく り と 合わせた、 A２ 及びA４ 出入口の改良整備を実施する 。

③「 JR線から 文京区ま で」 のアク セス 利便性の向上及びバリ アフリ ー化

歩行者デッ キ等の整備及び縦動線の整備を実施する 。

④「 地下鉄駅から 文京区ま で」 のアク セス 利便性の向上及びバリ アフ リ ー化

歩行者デッ キ等の整備を実施する 。

地下、 地上、 歩行者デッ キ等を つなぐ 縦動線（ 階段、 EVなど ） の整備を実施する 。

駅周辺のま ちづく り と 合わせた、 B１ 出入口など の改良整備を検討する 。

⑤「 JR線から 新宿区ま で」 のアク セス 利便性の向上及びバリ アフリ ー化

歩行者デッ キ等の整備を検討する 。

⑥「 地下鉄駅から 新宿区ま で」 のアク セス 利便性の向上及びバリ アフ リ ー化

地下、 地上、 歩行者デッ キ等を つなぐ 縦動線（ 階段、 EVなど ） の整備を 検討する 。

駅周辺のま ちづく り と 合わせた、 B１ 出入口など の改良整備を検討する 。

⑦ 駅と ま ちをつなぐ “印象的で分かり やすい”空間の整備

駅周辺のま ちづく り と 合わせた、 縦方向の動線強化を図る 。

（ ２ ） 「 駅と ま ち」 のつながり を 強化する 。

図4-2 「 駅と ま ち」 のつながり の強化イ メ ージ

４ 章 将来像及び目標の達成に向けた取組
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神田川

飯田橋駅

外堀通り

１

３

２

３

３

文京区

千代田区

日
本
橋
川

新宿区

図4-3 取組方針イ メ ージ

25号線

３

①円滑な車両交通の確保

➡飯田橋交差点における 歩行者デッ
キ等の整備と と も に、 デッ キ レ ベ
ルへ歩行者を 誘導し 、 立体的な歩
車分離を 図り 、 地上の円滑な車両
交通の確保を検討する 。

②タ ク シー乗降場の移設

➡ JR飯田橋駅東口駅前の目白通り 沿
いに設置さ れている タ ク シー乗降
場の適正配置を検討する 。

③駐車場や駐輪場の適正配置

➡駅周辺のま ちづく り と 連携し なが
ら 、 民地の中で駐車場や駐輪場の
確保を検討する 。

④分かり やすい案内サイ ンの設置

➡乗換動線や分散する バス 乗降場な
ど に対する 分かり やすい案内サイ
ンの設置を検討する 。

（ ３ ） 歩行者優先を 原則と し ながら 、 ス ムーズで便利な車両交通を 確保する 。

４ 章 将来像及び目標の達成に向けた取組

将来イ メ ージ

分かり やすい案内サイ ンのイ メ ージ

出典： 新宿タ ーミ ナル基本ルール【 概要版】 (東京都／平成28年３ 月）

自転車等駐車場の整備

指示サイ ン（ 例）

同定サイ ン（ 例）

図解サイ ン（ 例）

基本的なデザイ ンのイ メ ージ
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⑤ 駅と 車両交通の乗換経路の改善

➡駅間や駅と バス 、 タ ク シーなど の車両交通の乗換経路の改善及びバリ アフリ ー経路
の確保に向け、 行政と 鉄道事業者など の関係者が連携を図り 、 駅前広場など の都市
基盤施設の整備に取り 組む。

図4-4 飯田橋駅周辺のバス 停・ タ ク シー乗車場など のプロ ッ ト 及びバリ アフ リ ー経路のイ メ ージ

凡例

都バス バス 停・ ルート

千代田区バス 「 風ぐ る ま 」 バス 停・ ルート

文京区バス 「 B-ぐ る 」 バス 停・ ルート

タ ク シー乗車場

シェ アサイ ク ルポート

自転車駐車場

バリ アフ リ ー動線

（ 地上又は地下で確保）

4－4

４ 章 将来像及び目標の達成に向けた取組
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千代田区

文京区

新宿区

メ ディ カルモール

津久戸小学校

都立文京
盲学校

小石川後楽園

東京ド ームシティ

神楽坂

東京大神宮

筑土八幡神社

日本歯科大学
附属病院

JCHO（ 東京新宿
メ ディ カルセン タ ー）

東京逓信病院

中央大学

小石川運動場

牛天神北野神社

東京理科大学

東京区政会館

千代田区、 新宿区及び文京区をつなぐ 歩行者デッ キ等の将来イ メ ージ例

4－5

『 目標２ ま ちの機能の強化』 に向けた取組

３ 区を 結ぶ回遊動線
（ 歩行者デッ キ等の整備）

歩行者ネッ ト ワ ーク

縦方向の動線強化、
地下鉄出入口の改良整備

にぎわい・ 交流拠点

広場・ 滞留空間の整備

今後ま ちづく り が想定さ れる エリ ア

凡例

ま ちづく り が完了し たエリ ア

① 駅周辺のま ちづく り によ る 来街者の増加など を見据え、 あら ゆる 歩行者が安心・ 安全
で快適に移動でき る 歩行者デッ キ等の整備を検討する 。

② 医療、 福祉、 教育、 ス ポーツなど の「 暮ら し やすさ 」 を高める 施設や、 公園、 広場、
神社仏閣など の地域資源へアク セス する 歩行者ネッ ト ワ ーク の形成を図る 。

③ 目白通り 沿いJR高架下の歩行空間の整備を実施する 。

（ １ ） 「 ま ちと ま ち」 のつながり を 強化する 。

図4-5 歩行者ネッ ト ワ ーク の将来イ メ ージ 「 飯田橋駅周辺基盤整備方針」 から の引用

歩道橋（ 渋谷駅）

交差点を越えてま ちへス ムーズ
にアク セス でき る 動線

あら ゆる 歩行者が安心・ 安全
で快適に移動でき る 動線

アキバ・ ブリ ッ ジ 渋谷ス ト リ ーム
アーバン コ ア

デッ キにアク セス し やすい
複数層をつなぐ 縦動線

４ 章 将来像及び目標の達成に向けた取組



飯田橋駅周辺基盤整備計画

新宿区

北広場
（ 北側のま ちの顔）

文京区

千代田区

東広場
（ 東側のま ちの顔）

南広場
（ 南側のま ちの顔）

将来イ メ ージ

4－6

人々が交流・ 滞留でき る 広場空間 広場のにぎわいと 一体と なっ た地下鉄出入口

東京ミ ッ ド タ ウ ン 日比谷

図4-6 取組方針イ メ ージ

凡例

滞留空間

ま ちの顔と ま ちの
つながり

広場

（ ２ ） ま ちの顔と なる 、 ゆと り と にぎわいのある 広場空間を 創出する 。

① ゆと り ある 通行機能及び人々が交流・ 滞留でき る 機能を 備えた、 ま ちの顔と なる 広

場空間を整備する 。

② 広場のにぎわいや歩行者動線に配慮し 、 地下鉄出入口など の配置を検討する 。

③ 地下においては、 駅周辺のま ちづく り と 合わせた地下鉄駅前広場を整備する 。

駅周辺のま ちづく り と 合わせた地下鉄駅前広場

虎ノ 門ヒ ルズ駅

有楽町駅前広場（ 地上）

有楽町駅前広場（ 地下）

４ 章 将来像及び目標の達成に向けた取組
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一時滞在施設

一時滞在施設

JCHO東京新宿
メ ディ カル
セン タ ー

小石川

後楽園

北の丸公園

外濠公園

飯田橋駅

避難場所

避難場所

避難場所

新宿区

文京区

千代田区

神田川

外堀通り

25号線

日
本
橋
川

一時滞在施設

目
白
通
り

4－7

『 目標３ 災害への対応力の強化』 に向けた取組

①安全に避難でき る 動線の確保

➡歩行者デッ キ等によ り 、 幹線道
路や神田川を横断でき る 避難経
路の確保を検討する 。

➡目白通り 沿いJR高架下の歩行空
間の整備など の歩行空間拡充に
よ り 、 駅から 避難場所、 病院及
び一時滞在施設へのアク セス 動
線を強化する 。

➡地下鉄出入口は、 十分な幅員確
保や浸水対策を行う 。

②一時滞在施設など の確保

➡駅周辺のま ちづく り と 連携し て、
発災時における 帰宅困難者のた
めの一時滞在施設や防災備蓄倉
庫など の確保を検討する 。

➡駅周辺においても 、 一時滞留で
き る ス ペース を確保する 。

（ １ ） 災害時にも 安心し て避難・ 滞在でき る 環境を 整備する 。

一般緊急輸送道路

特定緊急輸送道路避難場所

災害拠点病院

一時滞在施設 人々の避難経路

一時滞在施設

出典： 東京商工会議所HP

防災備蓄倉庫

出典： 東京都地域防災計画（ 震災編）

図4-7 取組方針イ メ ージ

４ 章 将来像及び目標の達成に向けた取組
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『 目標４ 魅力的な景観・ 環境づく り 』 に向けた取組

図4-8 飯田橋駅周辺の公園・ 広場の分布と みど り のネッ ト ワ ーク 方針図

飯田橋フ ァ ース ト ビ ル

神楽坂アイ ンス タ ワ ー

飯田橋フ ァ ース ト タ ワ ー

アト ラ ス 江戸川
アパート メ ント

飯田町中央街区

飯田町南街区

東京区政会館

千代田区フ ァ ース ト ビ ル

住友不動産九段ビ ル

ダイ ワ ハウ ス 東京ビ ル

飯田橋サク ラ パーク

飯田橋ラ ムラ

飯田橋プラ ーノ

（ １ ） 既存のみど り を 生かし た、 目に見える みど り のネッ ト ワ ーク を 形成する 。

皇居や小石川後楽園など の周辺のみど り と 、 駅周辺のま ちづく り によ って新たに創
出さ れる みど り がつながる 、 面的なみど り のネッ ト ワ ーク を拡大する 。

周辺環境と の調和や景観・ デザイ ンの連続性に配慮し た舗装や植栽計画など の整備
を行う 。

（ ２ ） 人々が憩う みど り の空間と し て、 立体的なみど り を 充実さ せる 。

駅周辺のま ちづく り によ り 、 地上部の空地内だけでなく 、 建築物の屋上部や壁面な
ど のみどり の整備を 検討する 。 ま た、 沿道・ 南北崖線や外濠・ 神田川など の駅周辺
のみど り に配慮し た景観づく り に取り 組む。

４ 章 将来像及び目標の達成に向けた取組

飯田橋駅周辺のま ちづく り によ る 緑化整備など

河川や外濠に沿っ たみど り の骨格軸 みど り の骨格軸につながる 連続的なみど り 南北崖線

公園・ 広場
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下記の取組について検討する 。

・ 再生可能エネルギーの活用（ 地下水、 太陽光など ）

・ CO2排出の少ない建物やイ ンフ ラ 施設の整備（ ZEB※1、 CGS ※2利用など ）

・ 雨水の水質浄化やヒ ート アイ ラ ンド 現象の抑制（ 緑地の活用など）

（ ３ ） 環境に優し い資源やグリ ーンイ ン フ ラ を 活用する 。

（ ４ ） 視認性の高い広場や地下鉄出入口の再整備など を 周辺の景観に配慮し ながら
実施する 。

JR飯田橋駅周辺における ま ちづく り と の一体的な整備が可能な既存の地下鉄出入口
について、 周辺の景観・ デザイ ンの連続性に配慮し 、 地上と 地下が一体と なった視
認性の高い駅ま ち空間と し て改良整備する 。

地上と 地下が視認性高く 接続さ れた地下鉄駅

出典： 『 駅ま ち再構築事例集』 （ 国土交通省／令和２ 年７ 月）

※1 ネッ ト ・ ゼロ ・ エネルギー・ ビ ル（ Net Zero Energy Building）
快適な室内環境を 実現し ながら 、 建物で消費する 年間の一次エネルギーの収支を ゼロ にする こ と を 目指し た建物

※2 コ ージェ ネレ ーショ ン シス テム（ Cogeneration Sys tem ）
発電と と も に発生し た熱を 冷暖房や給湯など に有効利用する シス テム

４ 章 将来像及び目標の達成に向けた取組
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都市基盤施設の整備に当たっては、 景観に配慮し た照明、

案内サイ ン、 植栽など を備えた質の高い整備を行う と と も

に、 地域と 連携し 日常的な清掃や修繕など を行う こ と によ

り 、 その品質を維持し 、 安全で快適な地域のイ ンフラ と し

て機能さ せていく こ と を検討する 。

広場や公開空地など の公共空間を活用

し ながら 、 地域の人々が交流でき る 機会

（ イ ベント など ） や、 地域の利便性を高

める サービス （ 飲食など ） を提供し てい

く こ と を検討する 。

（ ２ ） 公共空間の活用によ り 、 地域交流の活性化や地域の利便性の向上を 図る 。

『 目標５ 地域の価値の持続的な向上』 に向けた取組

マネジメ ント 体制（ 例）

行政（ 都、 区など） 民間事業者（ 開発事業者、 鉄道事業者など ）

地域団体（ 町会、 商店会など） 民（ 在住者、 在勤者など）

質の高い都市基盤施設の整備や維持管理を実施する ために、 行政や民間事業者が連携し 、

エリ アを一体と し たマネジメ ント 体制を検討する と と も に、 公共空間の活用においては、

地域の在住者・ 在勤者なども 積極的に参画でき 、 地域活動と 連携し ながら 、 地域が主体と

なって取り 組む仕組みを検討する 。

出典： 千代田区道路整備方針
（ 千代田区／平成31年3月）

（ １ ） 質の高い都市基盤施設の整備と 維持管理によ り 、
地域の安全性及び快適性を 向上さ せる 。

出典： 駅ま ちデザイ ンの手引き つながる 駅と ま ち
～駅と ま ちの上手なつき あい方～（ 駅ま ちデザイ ン 検討会）

４ 章 将来像及び目標の達成に向けた取組

【 多様な主体が連携し たマネジメ ント 体制の構築】
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地下連絡通路
（ 地下）

広場・ 地下鉄出入口
（ 地上＋地下）

歩行者デッ キ等
（ 地上）

駅前歩行空間
（ 地上）

• 地下連絡通路の機能強化を 検討
する 。

• 駅周辺のま ちづく り と 合わせて、
地下鉄出入口の改良整備を 検討
する 。

• 地下、 地上、 歩行者デッ キ等を
つなぐ 縦動線の整備を 検討する 。

• タ ク シー乗降場、 駐車場及び駐
輪場の適正配置を 検討する 。

• 分かり やすい案内サイ ン の設置
を 検討する 。

• バリ アフ リ ー経路の拡大に取り
組む。

• 駅から ま ちに至る 歩行者デッ キ
等の整備を 検討する 。

• デッ キルート に至る 縦動線の整
備を 検討する 。

• 立体的な歩車分離を 図り 、 地上
の円滑な車両交通の確保を 検討
する 。

• 目白通り 沿いJR高架下の歩行空
間の整備など を 実施する 。

＜目標１ ＞
道路・ 歩行者ネッ ト ワ ーク の
改善・ 強化

• ま ちの顔と なる 広場空間を 整備
する 。

• 広場のにぎわいや歩行者動線に
配慮し 、 地下鉄出入口の配置を
検討する 。

• 駅周辺のま ちづく り と 合わせた
地下鉄駅前広場を 整備する 。

• あ ら ゆる 歩行者が安心・ 安全で
快適に移動でき る 歩行者デッ キ
等の整備を 検討する 。

• 医療、 福祉、 教育、 ス ポーツ な
ど の「 暮ら し やすさ 」 を 高める
施設へア ク セス する 歩行者ネッ
ト ワ ーク の形成を 図る 。

＜目標２ ＞
ま ちの機能の強化

• 災害時に一時滞留でき る ス ペー
ス を 確保する 。

• 整備する 地下鉄出入口は十分な
幅員確保や浸水対策を 行う 。

• 幹線道路や神田川を 安全に横断
でき る 避難経路の確保を 検討す
る 。

• 歩行空間拡充によ り 、 駅から 避
難場所、 病院及び一時滞在施設
へのアク セス 動線を 強化する 。

• 駅周辺のま ちづく り と 連携し て、
一時滞在施設や防災備蓄倉庫な
ど の確保を 検討する 。

＜目標３ ＞
災害への対応力の強化

• 皇居や小石川後楽園など の周辺のみど り と 、 駅周辺のま ちづく り によ っ て新たに創出さ れる みど り がつなが
る 、 面的なみど り のネッ ト ワ ーク を 拡大する 。

• 周辺環境と の調和や景観・ デザイ ン の連続性に配慮し た舗装や植栽計画など の整備を 行う 。
• 建築物の屋上部や壁面など のみど り の整備を 検討する 。 ま た、 沿道・ 南北崖線や外濠・ 神田川など の駅周辺

のみど り に配慮し た景観づく り に取り 組む。
• 環境に優し い資源やグリ ーン イ ンフ ラ を 活用する 。
• JR飯田橋駅周辺における ま ちづく り と の一体的な整備が可能な既存の地下鉄出入口について、 周辺の景観・

デザイ ン の連続性に配慮し 、 地上と 地下が一体と なっ た視認性の高い駅ま ち空間と し て改良整備する 。

＜目標４ ＞
魅力的な景観・ 環境づく り

• 照明、 サイ ン 、 植栽など を 備えた質の高い整備を 行う と と も に、 日常的な清掃や修繕など を 行う こ と によ り 品質を 維持し 、 安全で快適な地域のイ
ン フ ラ と し て機能さ せていく こ と を 検討する 。

• 公共空間を 活用し ながら 、 地域の人々が交流でき る 機会や、 地域の利便性を 高める サービ ス を 提供し ていく こ と を 検討する 。
• 公共空間の活用においては、 行政や民間事業者が連携し 、 エリ アを 一体と し たマネジメ ント 体制を 検討する 。
• 地域の在住者、 在勤者など も 積極的に参画でき 、 地域活動と 連携し ながら 、 地域が主体と なっ て公共空間の活用に取り 組む仕組みを 検討する 。

＜目標５ ＞
地域の価値の持続的な向上

４ 章 将来像及び目標の達成に向けた取組

将来像及び目標の達成に向けた取組に関する 都市基盤施設ごと の分類

下表のと おり 、 本章における 目標ご と の取組について、 以下の都市基盤施設ご と に４ 種類に分類する 。

都市基盤施設
に係る 取組

都市基盤施設
ご と の分類
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図4-9 将来像及び目標の達成に向けた取組に関する 都市基盤施設ご と の分類

50

将来像及び目標の達成に向けた取組に関する 都市基盤施設ごと の分類

※各都市基盤施設の具体的な整備内容については、
今後、 関係者によ る 検討協議、 管理者と の協議、
再開発の検討状況など によ り 変更する 場合があ
り ま す。

４ 章 将来像及び目標の達成に向けた取組

都市基盤施設（ 計画）

前ページにて分類し た都市基盤施設の位置関係及び飯田橋駅東口周辺全体の都市基盤施設の整備の計画思想について下記の図に示す。

文京区

千代田区

再開発計画
後楽二丁目南地区

再開発計画
下宮比町地区

揚場町地区

再開発計画
飯田橋駅中央地区

再開発計画
飯田橋駅東地区

飯田橋ラ ムラ

JR飯田橋駅
東口

北広場

東広場

南広場

JR飯田橋駅
西口

再開発計画
富士見二丁目3番地区

飯田橋プラ ーノ

住友不動産
飯田橋駅前ビル

区政会館

再開発計画
飯田橋３ －９ 周辺地区

新宿区
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５ 章 都市基盤施設の整備の計画

（ １ ） 都市基盤施設の整備項目の一覧（ 地上部）

図5-1 都市基盤施設の整備項目の一覧（ 地上部）

※各都市基盤施設の具体的な整備内容については、
今後、 関係者によ る 検討協議、 管理者と の協議、
再開発の検討状況など によ り 変更する 場合があ
り ま す。

都市基盤施設（ 計画）

文京区

千代田区

③歩行者デッ キ等の整備

（ 第１ 期区間： 文京区～
JR飯田橋駅周辺）

JR飯田橋駅
東口

北広場

東広場

南広場

JR飯田橋駅
西口

① JR飯田橋駅東口周辺の整備

（ 駅前立体広場、 歩行者専用
通路、 A4出入口の改良整備
及び目白通り 沿い高架下の
歩行空間の拡充を含む。 ）

新宿区

②駅前立体広場の整備

（ A2出入口の改良整備を含む。 ）
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（ １ ） 都市基盤施設の整備項目の一覧（ 地下部）

５ 章 都市基盤施設の整備の計画

① JR飯田橋駅東口周辺の整備

（ 駅前立体広場及びA4出入口
の改良整備を 含む。 ）

②駅前立体広場の整備

（ A2 出 入 口 の 改 良 整 備 を 含
む。 ）

図5-2 都市基盤施設の整備項目の一覧（ 地下部）

B1

A4

A2

A1

B2a

C1

A3

B5

B2b
B3

B4b

B4a

文京区

千代田区

JR飯田橋駅
東口

JR飯田橋駅
西口

都市基盤施設（ 計画）

※各都市基盤施設の具体的な整備内容については、
今後、 関係者によ る 検討協議、 管理者と の協議、
再開発の検討状況など によ り 変更する 場合があ
り ま す。

新宿区
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飯田橋

交差点

JR飯田橋駅
東口改札

南広場

3) A4出入口の改良整備

1) JR 飯田橋駅東口高架下の
歩行空間の拡充
（ 南広場と 北広場を つなぐ ）

A3出入口

北広場
※将来整備

管理主体整備主体所有者規模対象都市基盤施設

民間事業者民間事業者民間事業者

階段： 混雑時や発災
時にス ム ーズな移動
が可能な幅員
バリ アフ リ ーに配慮
し た昇降機能を 設置

A4出入口
（ 改良整備）

3)

（ ２ ） 都市基盤施設ごと の詳細

① JR飯田橋駅東口周辺の整備

計画思想・ 計画与件目標

• JR飯田橋駅から ま ちへの結節性及び高架下を 挟んだま ちと ま ち
のア ク セス 性を 向上する ため、 JR高架下の歩行空間の整備など
を 行い、 北広場と 南広場を 接続する と と も に、 ゆと り あ る 歩行
空間及び広場空間を 形成する 。

• 既存のA3出入口は現位置で機能存続し つつ、 地下鉄線から ま ち
へのアク セス 利便性やバリ アフ リ ーに配慮し 、 駅周辺のま ちづ
く り と 合わせたA4出入口の改良整備を 実施する 。

• 縦動線は、 バリ アフ リ ーへの配慮（ EV・ ESCなど ） を 検討する 。

＜目標１ ＞
道路・
歩行者ネッ ト ワ ーク の
改善・ 強化

• 人々が交流・ 滞留でき る 機能を 備えた、 ま ちの顔と なる にぎ わ
いある 駅前空間を 整備する 。

＜目標２ ＞
ま ちの機能の強化

• 発災時のス ム ーズな移動を 想定し た高架下や地下鉄出入口の幅
員を 確保する 。

• 出入口には浸水防止機能を 付加する 。
• 広場には、 発災時における 一時滞留ス ペース と し ての機能を 確

保する 。

＜目標３ ＞
災害への対応力の強化

• 駅周辺のま ちづく り で整備する 広場など と の連続性に配慮し た
舗装や植栽計画など の景観づく り を 行う 。

• 地下鉄出入口は、 地上・ 地下の歩行者にと っ て視認性の高い配
置・ デザイ ン の計画と する 。

＜目標４ ＞
魅力的な
景観・ 環境づく り

• 行政や民間事業者が連携し 、 エリ アを 一体と し たマネジメ ン ト
体制を 検討する 。

＜目標５ ＞
地域の価値の持続的な向上

計画思想・ 計画与件 計画概要

計画図

管理主体整備主体所有者規模対象都市基盤施設

行政
民間事業者

行政
民間事業者

行政
民間事業者

滞留空間を 含む、
ゆと り ある 歩行者通路
の確保が可能な規模

JR飯田橋駅東口
高架下

1)

行政
民間事業者

行政
民間事業者

行政
民間事業者

駅前立体広場：
面積約1,900㎡
地上＋地下
歩行者専用通路：
幅員4m 、 延長65m
※１

南広場2)

計画概要

＜4-11の都市基盤施設ご と の分類＞

※計画概要については、 今後の検討深度化に伴い変更と なる 場合があ り ま す。

図5-3 計画図（ JR飯田橋駅東口周辺の整備）

※1 「 変更 」 よ り 。 歩行者専用通路は地区施設「 通路1号」 によ る 。

凡例
歩行空間の拡充

縦方向の動線

地下鉄出入口の改良整備

広場

区境

５ 章 都市基盤施設の整備の計画

2) 南広場の整備
・ 駅前立体広場の整備
・ 歩行者専用通路の整備

駅前歩行空間
（ 地上）

広場・ 地下鉄出入口
（ 地上＋地下）

千代田区

新宿区
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②駅前立体広場の整備（ A2出入口の改良整備を 含む。 ）

計画思想・ 計画与件目標

• 地下鉄線から ま ちへのア ク セス 利便性やバリ ア フ リ ーに配慮し 、
駅周辺のま ちづく り と 合わせたA2出入口の改良整備を 実施する

• 縦動線は、 バリ アフ リ ーへの配慮（ EV・ ESCなど ） を 検討する

＜目標１ ＞
道路・
歩行者ネッ ト ワ ーク の
改善・ 強化

• 人々が交流・ 滞留でき る 機能を 備えた、 ま ちの顔と なる にぎ わ
いある 滞留空間を 整備する 。

＜目標２ ＞
ま ちの機能の強化

• 発災時のス ム ーズな移動を 想定し た出入口の幅員を 確保する
• 出入口には、 浸水防止機能を 付加する 。

＜目標３ ＞
災害への対応力の強化

• 駅周辺のま ちづく り で整備する 広場・ 滞留空間など と の連続性
に配慮し た舗装や植栽計画など の景観づく り を 行う 。

• 地下鉄出入口は、 地上・ 地下の歩行者にと っ て視認性の高い配
置・ デザイ ン の計画と する 。

＜目標４ ＞
魅力的な
景観・ 環境づく り

• 行政や民間事業者が連携し 、 エリ アを 一体と し たマネジメ ン ト
体制を 検討する 。

＜目標５ ＞
地域の価値の持続的な向上

計画思想・ 計画与件

計画概要

管理主体整備主体所有者規模対象都市基盤施設

行政
民間事業者

行政
民間事業者

行政
民間事業者

面積約1, 560㎡ ※1
地上＋地下

駅前立体広場1)

民間事業者民間事業者民間事業者

階段： 混雑時や発災時
にス ムーズな移動が可
能な幅員
バリ アフ リ ーに配慮し
た昇降機能を 設置

A2出入口2)

※計画概要については、 今後の検討深度化に伴い変更と なる 場合があ り ま す。

計画図

図5-4 計画図（ 駅前立体広場の整備）

※1 「 飯田橋二・ 三丁目地区（ R3.6変更） 」 地区施設のう ち、 公共広場1号（ 約280㎡） 、 広場4号（ 約780㎡） 及び広場5号（ 約500㎡） の合計

飯田橋
交差点

JR線（ 高架）

1) 駅前立体広場の整備

2) A2出入口の改良整備

JR飯田橋駅
東口改札

凡例
縦方向の動線

地下鉄出入口の改良整備

滞留空間

区境

５ 章 都市基盤施設の整備の計画

＜4-11の都市基盤施設ごと の分類＞

広場・ 地下鉄出入口
（ 地上＋地下）

文京区

千代田区

新宿区
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1) 歩行者デッ キ等の整備
（ 第１ 期区間： 文京区～
JR飯田橋駅周辺）

飯田橋
交差点

JR飯田橋駅
東口改札

③歩行者デッ キ等の整備（ 第１ 期区間： 文京区～JR飯田橋駅周辺）

計画思想・ 計画与件目標

• 駅と ま ちと のアク セス 利便性やバリ アフ リ ーに配慮し たデッ キ
ルート 、 階段・ EVの位置を 計画する 。 なお、 その配置について
は、 北広場や文京区のま ちづく り で整備さ れる 滞留空間付近に
計画さ れる と と も に、 JR東口と のつながり を 考慮し 計画する 。

＜目標１ ＞
道路・
歩行者ネッ ト ワ ーク の
改善・ 強化

• 盲学校や病院など の様々な利用者を 想定し て、 ゆと り のあ る 歩
行空間を 確保し 、 かつ、 車いす利用者など を 含め、 すれ違う 際
など を 考慮し てゆと り のある 幅員を 計画する 。

＜目標２ ＞
ま ちの機能の強化

• 発災時に鉄道駅に集中する 人を 、 幹線道路や神田川を 安全に横
断し 、 一時滞在施設や避難場所・ 避難所に安全に誘導する 経路
を 確保する 。

＜目標３ ＞
災害への対応力の強化

• 周辺環境と の調和や景観・ デザイ ン の連続性に配慮し た歩行者
デッ キ等のデザイ ン を 行う 。

＜目標４ ＞
魅力的な
景観・ 環境づく り

• 行政や民間事業者が連携し 、 エリ アを 一体と し たマネジメ ン ト
体制を 検討する 。

＜目標５ ＞
地域の価値の持続的な向上

計画思想・ 計画与件 計画図

計画概要

管理主体整備主体所有者規模対象都市基盤施設

行政
民間事業者

行政
民間事業者

行政
民間事業者

ゆと り のある 歩行
空間を 確保する 幅
員

歩行者デッ キ等の整備
（ 第１ 期区間： 文京区
～JR飯田橋駅周辺）

1)

※計画概要については、 今後の検討深度化に伴い変更と なる 場合があ り ま す。

図5-5 計画図（ 歩行者デッ キ等の整備（ 第１ 期区間： 文京区～JR飯田橋駅周辺） ）

５ 章 都市基盤施設の整備の計画

凡例
二つの区を 結ぶ回遊動線の強化（ 歩行者デッ キ 等の整備）

縦方向の動線

区境

＜4-11の都市基盤施設ごと の分類＞

歩行者デッ キ等
（ 地上）

A3出入口

B5出入口

北広場
※将来整備

文京区

千代田区

新宿区
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６ 章 実施プロ グラ ム

基盤整備項目・ ス ケジュ ール

※各都市基盤整備項目及びス ケ ジュ ールについて は、 今後の検討及び関係者と の協議によ り 変更と なる 可能性があ り ま す。

① JR飯田橋駅東口周辺の整備

② 駅前立体広場の整備

 （ A2出入口の改良整備を含む。 ）

③-1 歩行者デッ キ等の整備

（ 第１ 期区間： 文京区～JR飯田橋駅周辺）

③-2 歩行者デッ キ等の整備

（ 第１ 期区間以外： 新宿区～JR飯田橋駅周辺、 新宿区～文京

④ 東広場の整備・ A1出入口の改良整備

⑤ 北広場の整備

⑥ B1出入口の改良整備

⑦ 地下連絡通路の整備

 （ 東西線～有楽町線・ 南北線・ 大江戸線）

⑧ 地下連絡通路の整備

 （ 有楽町線・ 南北線～大江戸線）

【 飯田橋駅東地区】

【 富士見二丁目3番地区】

【 飯田橋駅中央地区】

【 後楽二丁目南地区】

【 後楽二丁目北・ 北西地区】

【 飯田橋3-9周辺地区】

【 下宮比町地区】

【 揚場町地区】

主

な

基

盤

整

備

開発の実情に応じ て整備時期検討

整備項目 2025～2029年度（ R7～R11年度） 2030～2034年度（ R12～R16年度） 2035年度以降（ R17年度以降）

主

な

開

発

事

業

開発の実情に応じ て整備時期検討

開発の実情に応じ て整備時期検討

開発の実情に応じ て整備時期検討

開発の実情に応じ て整備時期検討

開発の実情に応じ て整備時期検討

開発ス ケジュ ール未定

開発ス ケジュ ール未定

開発ス ケジュ ール未定

開発ス ケジュ ール未定

開発ス ケジュ ール未定

整備

整備整備

整備

再開発事業

再開発事業

再開発事業
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都市基盤施設の整備の進め方

駅周辺における 事業実施時期の異なる 複数の都市開発事業（ 以下「 駅周辺開発事業」

と いう 。 ） と 連携し 、 一体的な都市基盤施設の整備を効果的に実現し ていく ため、 行

政、 鉄道事業者、 開発事業者など が適切に連携する 。

具体的には、 「 飯田橋駅周辺基盤整備推進会議」 において、 都市基盤施設の整備に関

する 調整や合意形成を図る 。

方針及び本計画に基づき 、 駅周辺開発事業の進捗、 交通の状況、 技術的な進歩、 社会

的な動向などを踏ま え、 段階的に都市基盤施設の整備を行っていく 。

事業化に向けた取組

「 飯田橋駅周辺基盤整備推進会議」 において、 以下の取組を進める 。

１ 都市基盤施設の整備に関する 調整と 役割分担など の整理

方針及び本計画に示す主要な都市基盤施設（ 駅前広場、 歩行者デッ キ等） は、 駅周辺

開発事業における 地域貢献を含む都市開発諸制度など を活用し ながら 整備を進めてい

く 。

主要な都市基盤施設の整備を連続し て効果的に実現し ていく ために、 駅周辺開発事業

の計画やス ケジュ ールなどと の調整を図る と と も に、 基盤整備の事業手法、 役割分担

及び費用負担について整理し ていく 。

２ 共同貢献ス キームの構築及び事業の推進

都市基盤施設の計画検討や事業実施等に係る 費用に対し て、 駅周辺開発事業から 受け

入れた協力金、 補助金等を充当する こ と によ り 、 都市基盤施設の整備を一体的かつ効

果的に実現する 仕組みである 「 共同貢献ス キーム」 を構築する 。

事業化に当たっては、 駅周辺開発事業地区の立地環境や地域課題を踏ま え、 駅周辺開

発事業がそれぞれ地域貢献と し て自ら 整備（ 「 個別貢献」 によ り 整備） する 都市基盤

施設と 共同貢献ス キームで整備する 都市基盤施設と を適切に判断する 。

共同貢献ス キーム実現のため、 協力金を収受・ 執行管理する 役割を担う 者や、 その協

力金を活用し て都市基盤施設の整備などを実施する 役割を担う 者の選定をはじ め、 ス

キームの仕組み、 役割分担など について、 関係者間で協定を締結する 。

方針及び本計画に基づき 、 駅周辺開発事業の地域貢献や共同貢献ス キームによ り 、 質

の高い都市基盤施設の整備など の事業を推進し ていく 。
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